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特集：「宇宙桜」第１号多摩の地に VOL．２    Feb／2011 

 

「宇宙桜」第１号は醍醐桜 

多摩商工会議所では、「花と桜文化のエコ・コミュニティ多摩」を合言葉に、桜とともに生きる活力に溢れ

た多摩市の創造に取り組み、「桜の美しいまち多摩市」を全国に発信していくため、２００８年（平成２０年）

２月２８日に多摩桜プロジェクトを発足し、多摩の歴史景観の最大の魅力であります「山桜」の保存と育成・

「宇宙（そら）桜」の記念植樹による全国各地との交流・多摩桜ウォークの定着と名物化・「多摩桜人の会」

の組織化、を中核事業として活動しています。 
これまで、平成２２年３月７日の「多摩桜プロジェクト・シンポジウム」の開催、多摩の桜の名所を探訪

すると同時に「参加」と「連帯」を推進する行事として、桜の咲く時期に多摩の桜名所を巡る「多摩桜ウォ

ーク」を３回開催し、平成２２年６月２７日には、「多摩桜人の会」を発足し、第１回総会及び交流会を開催

してまいりました。 
 今年（平成２３年）は、いよいよ「多摩の山桜の保存と育成」・「宇宙（そら）桜」による創造プロジェク

トが始動いたします。 
 「多摩の山桜の保存と育成」については、昨年６月１０日に市内の山桜から採種しました種の種まきを行

い、発芽・育苗・育成し今後は多摩市内への植樹を計画的に行ってまいります。 
 「宇宙（そら）桜」による創造プロジェクトにおいては、平成２１年７月３１日に無事地球に帰ってきた

１４ヶ所の種が、昨年各地で芽吹き、その後順調に育成し、いよいよ今年はこの多摩の地にお分けいただく

事になりました。各桜とも発芽率・育成率がとても低く、それぞれの地域以外にいただけるのは多摩市だけ

という桜がほとんどで大変貴重な桜が今後この多摩の地にぞくぞくとやってくる事となります。 
「宇宙（そら）桜」第１号としまして岡山県真庭市の「醍醐（だいご）桜」が平成２３年２月５日の伝達式

を経ていよいよこの多摩の地にやってまいりました。その後も高知県佐川町の「稚木（わか木）の桜」とつ

づいてやってまいります。この様に全国から集まった「宇宙（そら）桜」が花開くこととなります。 
  今後は、実際に桜の「育成・植樹・管理」なども行っ

ていくことになり、東京都や多摩市の各関係機関との調

整・地域の専門家のご協力なども合わせて進めてまいり

ます。 
 
 
 
  

岡山県真庭市「醍醐桜」 

岡山県の天然記念物に指定され 

日本名木百選にも選ばれた見事な桜です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
宇宙桜 ～醍醐桜の巻～ 

❀多摩桜人の会会員募集❀   （桜人は随時募集しております） 

●お問合せ・お申込み 

多摩商工会議所「多摩桜人の会」担当 TEL ０４２－３７５－１２１１ 

                              FAX ０４２－３７６－１１８８ 

                      http://www.tamacci.or.jp/sakura_project/ 

宇宙を旅し各地に戻った「宇宙（そら）桜」の種も各地で順調に成長し、多摩への寄

贈の記念すべき第１号であります「醍醐桜」の伝達式（引渡し式）が平成２３年２月５

日（土）に岡山県真庭市別所の同桜の元で行われ多摩商工会議所から松浦成業専務理事

が出席し、醍醐桜保存会の春木三喜司会長、別所小児童より手渡されました。１９７粒

の醍醐桜の種は、２００８年１１月から０９年７月の間、国際宇宙ステーションの日本

の実験棟「きぼう」で保管され、１６８粒が帰郷しました。地元の園芸家・県農林水産

総合センター森林研究所等が熱心に育成し１０本が苗木に成長しました。１０本の苗木

のうち９本は、岡山県・岡山県農林水産総合センター森林研究所・真庭市等、地域に引

渡され県外に出るのは、多摩だけという大変貴重な１本をいただいてまいりました。醍

醐桜１０００年の歴史・ここまで育てていただいた地元の方々の熱意を継承し大切に育

ててまいりたいと思っております。保存会の春木会長のおはなしでは６～７年後には花

を咲かせるかもしれないとの事でした。苗木は、２月７日（月）には多摩の地に到着し

只今仮植中です、来年の桜の開花時期をみて本植を予定しています。さらに宇宙桜の寄

贈第２号、高知県佐川町の「稚木（わかき）の桜」が３月中には多摩の地にやってきま

す。 

元弘２年（１３３２年）後醍醐天皇が隠岐配流の際、この桜を見て賞賛したと言

われ、「醍醐桜」の名がついたそうで、地元の説では樹齢１０００年とされていま

す。のどかな山里の風景にあってただ１本だけ空に向ってそびえ立つ醍醐桜は県下

一の巨木といわれ日本名木百選にも選ばれた見事な桜です。 

 目通り７．１m、根本周囲９．２m、枝張り東西南北２０m、樹高１８m、のアズマ

ヒガンで昭和４７年１２月岡山県の天然記念物に指定されています。 

 

 

小高い丘に鎮座し、まさに天空に伸び、三大桜に

引けを取らない見事な桜でした。側で見ると千年

生き抜いてきた生命の息吹を感じずにはいられま

せんでした。 

伝達式では、醍醐桜保存会・春木三喜司会長

と地元別所小学校児童から多摩商工会議所・

松浦成業専務理事に醍醐桜の苗が手渡されま

した。宇宙桜証明書もいただきました。 

❀ ３月の予定 ❀ 
『多摩の山桜の保存と育成』の第一歩としまして平成２３年３月６日（日）

に「多摩の山桜の種まきイベント」を開催します（別紙にて詳細ご案内）。        

その後３月２７日（日）には第４回「多摩桜ウォーク」を開催します。 

大変貴重なこの季節に是非ともご参加ください。 

 
この桜の苗は、スペースシャトル・エンデ 

バーに乗って宇宙へ旅立ち、国際宇宙ステ 

ーション日本実験棟“きぼう”に８ヶ月半 

保管されていた“醍醐桜”の種から発芽し 

た“宇宙桜”である。 

 

 


